






要約:生体内抗菌物質であるラクトフェリンの妊娠子宮における作用を知るために,免疫組

織学的方法にて妊娠子宮の羊膜・絨毛膜,子宮頚管部を抗ラクトフェリン抗体にて染色し,

ラクトフェリンの局在について検討した.同時に非妊娠子宮の頚管部についても検討した.

絨毛羊膜炎を伴った胎盤の羊膜・絨毛膜の主な染色部位は,遊走した顆粒球であった.また

妊娠・非妊娠子宮とも頚管腺の円柱上皮に染色を認め,頚管腺にラクトフェリンの分泌能

があることが示唆された.以上の所見より,ラクトフェリンか妊娠子宮における絨毛羊膜炎

の発症機序に関与している可能性が示唆された.


